２０１４年９月３日
大阪府障がい者施策推進協議会差別解消部会（提言素案）への意見

１）Ｐ３７－１２行目　第６―２―（２）原則　Ｐ２７－１１行目　第３―１１―（６）（エ）教育
障がい理解として、社会モデルの観点である「社会的障壁の除去」を原則の中に位置づけます。
文例：「障がい者に対する理解や社会的障壁の除去の必要性について理解を深めることが…」
理由：社会モデルの考え方を原則とし、啓発していくことで共生社会づくりの観点が普及します。
２）Ｐ２４－２６行目　第３－１１－（１）（ウ）柔軟な運用
　　Ｐ３３－１９行目　第４―５―（３）機能
ガイドラインを規範性と啓発機能とを併せ持つものにします。
文例：「禁止事項」と「望まれる配慮事項」
理由：規範性を持つ禁止事項と、努力してめざすべき配慮事項を併せ持つことができます。
３）第４－５ガイドライン　Ｐ３６　第５－５体制整備　Ｐ３７　第６－３まとめ
ガイドラインとともに、体制整備やまとめのところで条例制定の必要性を明確に示します。

文例：第５－５体制整備
「府独自の相談・紛争解決の機関の整備やその権限の根拠として条例で規定することが必要である。」
第６－３まとめ ２取り組みの原則または３取組みの３本柱
「ガイドラインの実効性および府独自の相談・紛争解決の体制整備の根拠として条例の制定が必要である。」
理由：ガイドラインの規範性の確保と紛争解決の体制への権限付与のために条例が必要です。
４）Ｐ７－１６行目 第３－２－（２）（ウ）A)　私人の行為等
Ｐ２６－下から１行目 第３－１１－（３）（イ）
私人の行為等は啓発のみでは対応できないことが課題となっていますので、そのことを示します。
文例：「啓発を通じて対応する。」を「啓発を通じて対応するほか、対応方策の検討が課題である。」
５）Ｐ９ 第３－３－（２）から各分野共通
合理的配慮の不提供と考えられる事例を入れる必要があります。
理由：合理的配慮がなされていない事例も部会で検討してきたためです。
６）Ｐ９－中  第３－３－（１）（ウ）から各分野共通
「※正当な理由…第三者の立場から見ても納得を得られるような…」を
「※正当な理由…第三者の立場から見ても当該取扱いがやむを得ないと納得が得られるような…」にします。
理由：正当化理由はやむを得ない場合に限定すべきとの意見を反映させます。

７）Ｐ１９－９行 第３－８－（ウ）B)  教育分野
「本人や保護者が意見聴取や説明を聞くことを拒否した場合」の後に
「（合理的配慮の努力の上での状況に限ります。）」を入れます。
理由：学校等が合理的配慮を検討しないまま保護者との話し合いが行われる場合がないようにします。
８）Ｐ３５－中  第５－３－（２）（ウ）B） 合議体で取り扱う事案
合理的配慮の不提供に係る事案も合議体で取り扱うことにします。
理由：合理的配慮の不提供について、ガイドラインにおいて統一的な基準を示すことが難しいことから、相談・紛争解決機関においてこそ審議し、解決につなげることが必要です。
また、不当な差別的取扱いについて合理的配慮の提供が関係することがあるためです。
さらに、他府県の条例でも合理的配慮の不提供を調整機関が取り扱う事案としています。
９）文言の整理や統一
Ｐ３－３行

「障がい者の権利保護」→「障がい者の権利保障」または「障がい者の権利実現」の表現にします。
理由：社会制度として障がい者の当然の権利を実現することをめざしているためです。
Ｐ７ 第３－２－（２）（イ）B）
「障がい者等」を「障がい者及び家族、支援者等」とします。
理由：「等」の内容を明確にするためです。
Ｐ８－下から７行 （他で同様の表現があります。）
「事務局で作成したもので」→「収集した事例を基に作成したもので」
理由：どのように作成したもので、あくまでも例示であることが大切であるためです。
Ｐ１５－中 （他で同様の表現があります。）
３行の内容を「拒み、若しくは制限し、またはこれらに条件を付ける」の表現に統一します。

理由：表現の統一のためです。
Ｐ２５－下５行
「不当な差別的取扱い、合理的配慮の不提供に分類される以外のもの」を
「ガイドラインにおいて、不当な差別的取扱い、合理的配慮の不提供に分類される以外のもの」にします。
理由：分類は、あくまでもガイドラインにおけるものであるからです。

Ｐ２７－１３行  第３－１１－（６）（エ）教育分野
「障がいのある子どもと障がいがない子どもが共に教育を受けるというインクルーシブ教育」を
「障がいのある子どもが障がいがない子どもと共に同等の教育を受けるというインクルーシブ教育」にします。
理由：同等の教育を受ける権利を明確にするためです。
Ｐ２７－１５行  第３－１１－（６）（エ）教育分野
「より慎重かつ丁寧な対応が必要」を「丁寧な対応が必要」にします。
理由：「丁寧にする」ことでよいと思われます。

Ｐ３７－６行目 第６－１ 基本理念
「分け隔てられることなく、相互に尊重しながら」を
「分け隔てられることなく、障害がある人と他の人との平等を基礎として、相互に尊重しながら」
にします。
理由：障害者権利条約にある平等の理念を基本理念に入れます。
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